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　情熱よし！演奏よし！衣装よし！・・・・・・・成田シニアアンサンブル”青空”第2回定期演奏会 

去る5月13日（土）、成田シニアアンサンブル「あおぞら」
の第2回定期演奏会が開催されました。場所は「成田市文化
芸術センター。JR成田駅に接続するように建つ申し分の無
い立地。芸術センターと銘打つだけあって、小規模のホール
ながら設備もよく雰囲気充分。ただ、ステージに反射板が
無く音が上へ抜ける心配がありましたが、構造上やむを得
ないと思いました。さて本番前に3組によるロビーコンサー
トで徐々に盛り上がってきます。いよいよ本番。冒頭、市
長の挨拶、続いて加藤代表も。そして成島先生の登場で、
演奏の幕が切って落とされ、「仮面舞踏会」のワルツの心
地よい調べが会場に響きます。こうして第1部のクラシック
の大曲が4曲、それに裏打ちされた練習量には驚かされます。

この第1部でもうひとつ、是非紹介したいのは女性の服装です。楽団名に因んだ「ロイヤルブ
ルー」の素晴らしい舞台衣装！演奏の良さを一層引き立たせる効果がありました。 
　さぁ休憩の後は第2部です。2部はPOPSのステージです。女性は今度はピンク、男性はという
と上下黒一色に女性のピンクと同色をあしらった胸飾り、ダンディという評がピッタリ。さらに
第2部はステージの特徴を生かして、後方のホリゾントに曲に合わせての彩色。照明効果も発揮
しました。途中で団員のリードで「茶摘み」「ふるさと」をお客様と合唱、客席とステージとの
交流も。プログラムも進んで最後のアンコールはお馴染み「ラデッキー」。お客様の拍手を貰い
ながらコンサートの幕を華やかに閉じました。情熱よし！演奏よし！衣装よし！　熱気を感じる
素晴らしい企画だったと賞賛の念を禁じ得ません。　　　レポート： 四街道SE 佐々木信一 

　創立15周年記念・・・・・・・・・・・・・我孫子シニアアンサンブル第7回定期演奏会 
　お陰様で我孫子シニアアンサンブルは地域の皆さまのご支援により創立15周年を迎えることができました。これを記念し2017年5
月27日(土)に第7回定期演奏会を我孫子市ふれあいホールで開催いたしました。前回同様550名の定員を超えるお客様にお越しいただ
き感謝の念に堪えません。 
　星野市長のお祝辞で演奏会は始まり、第
1部クラシック・タンゴ9曲、休憩をはさ
んで第2部では内外のポピュラー13曲、計
22曲を演奏しました。指揮は一昨年11月
よりご指導いただいている成島弘先生にお
願いいたしました。第2部では途中馴染み
のある日本の曲3曲をご来場の皆さまに歌
で参加していただき、演奏者と一体となり
楽しい時間を過ごすことができました。22
曲演奏後「ブラボー！」の声にお答えして、
アンコールはジャズ風なノリの良い「聖者
の行進」を手拍子をいただきながら盛り上
がって締めくくることができました。アン
ケートによりますと前回より上手くなった
という声が多数寄せられる一方、提言もい
ただきましたのでこれを今後の演奏に生か
すとともに更なるハーモニーの向上を目指していきたいと思います。　　　レポート：我孫子SE定期演奏会実行委員長　上林敦志 

音楽仲間 アンサンブルベルタ第10回定期演奏会 

　去る5月21日（日）大阪市立阿倍野市民学習センター講堂で第10回のベルタの定演があり、ヴァイオリンで飛び入り出演した。昨
年は日程の関係で欠席したが、今年は皆と楽しく合奏できた。構成はこれまで通り第1部と第3部が全体合奏、第2部が楽器別小アン
サンブルであった。今年は最後に演奏されたサンバメドレーが特に面白かった。指導者の若山先生の呼子笛に合わせて大勢でリズム
楽器をならしてサンバを楽しむムードが会場にあふれた。それから小アンサンブルでは「イエスタデー」のサックスのハーモニーが
素晴らしかった。終わってお楽しみの天王寺駅前ビアホールでの打ち上げ。ベルタの打ち上げは楽器も入って特別に楽しくビールも
おいしい。終わってカラオケボックスにハシゴ、大阪に2泊することになった。ベルタの皆さまお世話になりました。  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